
環境省環境リスク評価室長
戸田英作

子どもの健康と環境に関する全国調査

（エコチル調査）について

３０年間で

肥満傾向児は1.5倍に

出典：学校保健統計
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斎藤博久監修・勝沼俊雄編集

小児アレルギーシリーズ 「喘息」

（診断と治療社）より

免疫系疾患（小児ぜん息）の増加 代謝・内分泌系異常（小児肥満）の増加

いま、子どもに何が起こっているか
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●低濃度のメチル水銀曝露による発達への影響 （セイシェル、デンマークのフェロー諸島等多数）

●低濃度の鉛曝露による知能の低下 （アメリカ）

●低濃度のＰＣＢ曝露による発達への影響 （アメリカ、台湾）

●有機ヒ素化合物の曝露による小児への健康影響 （知能の低下、自律神経の異常、日本）

ヒトにおいて、

化学物質の影響が

指摘されている事例
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出典：Wisconsin Department of Public Instruction (WDPI)

精神神経発達障害の増加

USA: ウィスコンシン州（自閉症の割合）日本（精神及び行動の障害の受療率）

いま、子どもに何が起こっているか

調査目的：子どもの健康に与える環境要因を解明

中心仮説･･･「胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が、子どもの健康に
大きな影響を与えているのではないか？ 」

調査方法・規模：全国で１０万組の親子を対象とした出生コホート調査

調査期間：平成２３年１月より３年間で参加者募集。

１３年間追跡調査。

期待される成果

① 小児の健康に影響を与える環境要因の解明

② 小児の脆弱性を考慮したリスク管理体制の構築

③ 次世代の子どもが健やかに育つ環境の実現

④ ライフサイエンス分野の国際競争力の確保

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）とは
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実施体制

地方自治体

協力医療機関

メディカルサポートセンター

（国立成育医療研究センター）

ユニットセンター

（大学等、全国15か所）

●地域住民への普及啓発・広報

●母子健康手帳発行窓口等による

リクルートへの協力

●法律に基づいて行政データの提供

●ユニットセンターが地域の医療機関（大学病院、

一般病院、診療所等）に協力を呼びかける

●調査対象者（妊産婦）の登録、生体試料の採取

●調査参加者のリクルートおよび13歳に達するまでの

フォローアップ

●生体試料の採取、質問票調査の実施

●個別相談窓口など参加者とのコミュニケーション

●調査における医学的支援

●アウトカムの測定に関するプロトコール

作成支援

●調査に関わる医療関係者への指導および

支援

●調査の実施

●データシステムの運営

●試料の保存、精度管理

●ユニットセンター管理・支援

●調査の企画立案

●予算の確保

環境省
厚生労働省

文部科学省

国際機関（ＷＨＯ等）、

米国等

公 募

コアセンター（国立環境研究所）連携

連携

全国１５のユニットセンター
約３００の協力医療機関
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エコチル調査の対象地域
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①研究の発展

10万人の参加者の

協力により、

子どもを13年間

追跡する

大規模調査

子どもの健康と環境の

複雑な関係を解明

②“つなぐ”人材の育成

“科学と社会をつなぐ”３種類の

人材育成が始まった

１．複数領域の科学と科学をつなぐ

領域架橋研究

２．医療現場とエコチル調査を

つなぐ調査担当者

３．国民とエコチル調査をつなぐ

サイエンス・コミュニケーター

③社会への貢献

調査の成果は、環境

リスク管理につなげるほか、

国際貢献ともなります。

エコチル調査の意義
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①研究の発展

10万人の参加者の

協力により、

子どもを13年間

追跡する

大規模調査

子どもの健康と環境の

複雑な関係を解明



「胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が、子どもの健康に大きな
影響を与えているのではないか？」

本調査の
中心仮説
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○身体発育：

出生時体重低下、出生後の身体発育状況等

○身体発育：

出生時体重低下、出生後の身体発育状況等

○先天奇形：

尿道下裂、停留精巣、口唇・口蓋裂、二分脊椎症、
消化管閉鎖症、心室中隔欠損、染色体異常等

○先天奇形：

尿道下裂、停留精巣、口唇・口蓋裂、二分脊椎症、
消化管閉鎖症、心室中隔欠損、染色体異常等

○性分化の異常：

性比、性器形成障害、脳の性分化等

○性分化の異常：

性比、性器形成障害、脳の性分化等

○精神神経発達障害：

自閉症、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性
障害）等

○精神神経発達障害：

自閉症、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性
障害）等

○免疫系の異常：

小児アレルギー、アトピー、喘息等

○免疫系の異常：

小児アレルギー、アトピー、喘息等

○化学物質の曝露

残留性有機汚染物質（ダイオキシン類、PCB、

有機フッ素化合物、難燃剤等）、重金属（水銀、

鉛、ヒ素、カドミウム等）、内分泌攪乱物質（ビス

フェノールＡ等）、農薬、VOC（ベンゼン等）など

○化学物質の曝露

残留性有機汚染物質（ダイオキシン類、PCB、

有機フッ素化合物、難燃剤等）、重金属（水銀、

鉛、ヒ素、カドミウム等）、内分泌攪乱物質（ビス

フェノールＡ等）、農薬、VOC（ベンゼン等）など

○遺伝要因○遺伝要因

○社会要因○社会要因

○生活習慣要因○生活習慣要因

（環境要因） （アウトカム・エンドポイント）

○代謝・内分泌系の異常：

耐糖能異常、肥満等

○代謝・内分泌系の異常：

耐糖能異常、肥満等

・母乳、毛髪の採取
・赤ちゃんの毛髪の採取

・出生児の健康状態を確認
・臍帯血の採取
・母親・父親 血液の採取

・ろ紙血（出生児）の採取

・質問票調査（半年ごと）
・面接調査（数年ごと）
・環境試料の採取

妊娠初期

出産時

1ヶ月時

6ヶ月から
13歳になるまで

子どもの成長発達に影響を与える環境要因を解明

分析結果

・インフォームドコンセント
・質問票調査
・妊婦血液、尿の採取
・環境試料の採取

化学物質等の測定

統計学的解析

長期保存
（バンキング）妊娠中期

※１ 一部の方 ※２ ご協力いただける方のみ

※１

※１

※2

※3

※３ ハサミで２つまみほどカット

調の流れ

10万組の参加登録

調査の内容
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②“つなぐ”人材の育成

“科学と社会をつなぐ”３種類の

人材育成が始まった

１．複数領域の科学と科学をつなぐ

領域架橋研究

２．医療現場とエコチル調査を

つなぐ調査担当者

３．国民とエコチル調査をつなぐ

サイエンス・コミュニケーター
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医学
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1) 複数領域の科学と科学をつなぐ

領域架橋研究

疫学

環境医学

産婦人科

小児科

教育学

統計学 心理学

ゲノム科
学

社会学

特任教員 ６１名
(2011年１２月環境省調べ)

脳科学
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2) 医療現場とエコチル調査をつなぐ

調査担当者（ﾘｻｰﾁｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

リサーチコーディネーター 723名
（2011年12月環境省調べ。）
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3) エコチル調査と

マスメディア・市民をつなぐ
サイエンスコミュニケーター

記者
勉強会
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③社会への貢献

調査の成果は、環境

リスク管理につなげるほか、

国際貢献ともなります。

環境要因に限らず幅広い視点

からの子どもの健康研究の

共通基盤を提供

■ 直接的成果 ■ ■ 間接的成果 ■

環境科学、小児保健分野における幅広
い人材育成

日本最大の父母子の生体試料バンク

としての機能を提供

科学的・倫理的な審査を経て、産官学の幅広い

研究ニーズに応える

子どもの健康に与える環境要因を解明

⇒有害環境の排除

● 化学物質の製造、輸入、使用に対する規制的措置、

自主的取組の促進

● 環境基準の改定・設定

少子化対策（安全・安心な子育て）

化学物質感受性・疾患・障害に関連する

遺伝子の解明 ⇒予防

● 出生時遺伝子診断

● ハイリスク児に特化した対策
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本調査から期待される成果

子どもの疾病を低減し、安心・安全な子育て環境を実現



我が国の子どもの脆弱性を考慮したリスク評価、
リスク管理体制構築の推進につながる

高度な疫学調査から得られる

調査結果、分析成果を途上国に応用

途上国が経済発展の過程で顕在化する
小児環境保健の課題を先取りして対応

エコチル調査の成果から、
世界の環境対策に貢献できる

数十万人規模の

巨大なコンソーシアムの形成

多種多様な化学物質・重金属の中から問題と
なる物質の絞込みが可能になる

発症率が低い病気の要因分析や低濃度曝露
の影響分析が可能になる

国際的な連携・協力

国際機関

各国政府

国際機関

各国政府
日本

エコチル調査

日本

エコチル調査

協 力
海外コホート調査

米国ナショナル・チルドレンズ・スタディ

欧州の大規模コホート 等

海外コホート調査

米国ナショナル・チルドレンズ・スタディ

欧州の大規模コホート 等
連 携

環境省総合環境政策局
環境保健部環境リスク評価室

室長 戸田英作

室長補佐 森 桂

電話 03-3581-3351  （内線）6343

03-5521-8262  （直通）

FAX   03-3581-3578

E-mail hoken-risuku@env.go.jp

エコチル調査ホームページ

http://www.env.go.jp/chemi/ceh/

エコチル調査への

お問い合わせ先

Japan Environment & Children's Study


